
13:30～16:00
（13:00受付開始）

(金)

参加無料

第３回学校給食セミナー×交流会
「はじめよう！サステナブルな食を
学校給食から！～先進事例に学ぶ～」

国の第４次食育推進基本計画では、学校給食におけ
る地場産物を使用する割合の増加を目標の一つとして
おり、みどりの食料システム戦略では、国産有機農産
物等を学校給食へ導入する取り組みを推進しています。

その中で東海農政局は、学校給食における地場農産
物等の活用に関心のある方に先進事例を紹介し、地域
のみなさんが交流し連携していく場として、学校給食
セミナー×交流会を、東海地域の学校給食・有機農業
等に精通したアドバイザーを迎え、継続的に開催して
います。

会場：AP名古屋６階 P+Qルーム

定員：会場 40名

オンライン 100名
【申込方法】Web（申込フォーム）

【申込期限】11月9日(木) →11月13日(月)まで

第２部 交流会 （15:00～16:00）※会場参加者のみ

・参加者同士で連絡先の交換、課題共有等の仲間づくりの場としていただければ幸いです。
・講師やアドバイザーとの個別相談や参加者による自己紹介、また参加者自身の食育に関する
取り組み等の資料配布も可能です。（希望者は申込みフォームに入力欄あり）

相互の情報交換
連携・協力

※申込多数の場合は抽選。結果をメールでお知らせします。

第１部 セミナー （13:30～14:50）

なぜ学校給食に地場農産物・有機農産物を導入したの？～東海地域での取り組み～

生産者

消費者

＜参加対象＞

行政関係者等

←申込フォームはこちら

いただいた個人情報は適切に管理します。
なお、東海地域で給食に関係する方々が連携できるネットワークづくりのため、
了承が得られた範囲で「参加者リスト（氏名や連絡先等）」を作成し、
参加者限りの情報として提供する予定です。

“オーガニックビレッジ“岐阜県 加茂郡 白川町

千空農園 長谷川泰幸氏 白川町役場 農林課ご担当者西野氏
にも登壇いただきます！

白川町の学校給食に
有機農産物を導入した

立役者！

※第1回/第2回と会場が異なります。ご注意ください。

ちそらのうえん はせがわやすゆき



お問合わせ先：農林水産省 東海農政局 消費・安全部消費生活課 食育推進班

電話 052-223-4651（月～金（祝日除く）９時～１７時）

プログラム

・開会

・趣旨説明（東海農政局）

・第１部 セミナー
なぜ学校給食に地場農産物・有機農産物を
導入したの？～東海地域での取り組み～

◆千空農園 長谷川 泰幸氏
◆白川町役場 農林課 西野 仙幸氏

・第２部 交流会

講師やアドバイザーとの個別相談
参加者による取組紹介
参加者同士で自己紹介、連絡先交換、
課題の共有、連携できる体制づくり

アドバイザーからのコメント

・閉会
オンライン参加（定員：100名）

ZOOMによるライブ配信

前日までに、参加用URLをメールでお知らせします。

会場参加（定員：40名）

会場：AP名古屋６階 P+Qルーム

（名古屋市中村区名駅4-10-25 名駅IMAIビル）

駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

◆講師と町のプロフィール◆

金田 雅代（かねだ まさよ）氏 吉野 隆子（よしの たかこ）氏

◆アドバイザープロフィール◆

30年間岐阜県多治見市で、管
理栄養士として学校給食に携
わった後、文部科学省学校給
食調査官として10年勤務。
その後、女子栄養大学短期大
学部などを経て、2015年より
同大学名誉教授。栄養教論食
育研究会代表幹事、(公財)東
京都学校給食会評議員を歴任。

2004年に名古屋市にオアシス
21オーガニックファーマーズ朝
市村を開設し、新規有機農業就
農者の育成と販路開拓に力を注
ぐ。NPO法人全国有機農業推進
協議会副理事長、あいち有機農
業推進ネットワーク副代表。

女子栄養大学
名誉教授

オーガニック
ファーマーズ
名古屋 代表

千空農園 長谷川泰幸氏

1975年生まれ、兵庫県出身。大学卒業後、大手電気
会社に入社し、15年間従事。
有機農家になるためＩターンで白川
町へ移住。２年間の研修後、2016年
に千空農園という屋号で新規就農。
約２haの農地で、いちごや米、野菜
などを栽培。現在は、NPO法人
ゆうきハートネット理事（白川町
有機学校給食担当）、(有)くらしを
耕す会取締役も務めている。

前回までの講演のアーカイブ動画を公開中！こちらより→

千空農園 長谷川泰幸氏

～つながりをつなぐ～ 白川町

白川町は、岐阜県加茂郡の東部に位置し、面積の約
87%が山林。平野部はわずかで木曽川水系の飛騨川
が流れ、それに注ぐ支流域に集落が点在しています。
移住施策のひとつとして新規就農者の受け入れを進
めており、有機農業、夏秋トマトでの就農が毎年１
～２名ほどあります。
右の写真は、今年９月９日～
10日に町内で開催された、
有機農業推進イベント
「小農フェス」の風景です。
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